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 司  会  ①梅津兄    ②松永兄                 ③鷲沢兄 

 奏  楽 
 「八月や 六日九日十五日」という句がありますが、８月は私たち日本人に

とって大切な月です。ヒロシマの６日、ナガサキの９日、敗戦の１５日、そのひとつ

ひとつの日づけに、無数の死者たちの記憶が呼び覚まされます。 

祈  祷         ①三畑兄    ②川村師           ③野田兄 

賛  美  讃美歌５１４番  （生けるかぎり主を賛美し） 

                            （天にも地にも主は） 

 何十万人もの人々が殺されたのです。しかし、私たちは被害を受けただけでは

なく、加害者であったことも忘れてはいけません。 

使徒信条 

聖  書                       ①                                  ヨハネによる福音書４      章３９～４２節 

                                                ②③ ローマ人への手紙８章２６～２９節  日本軍が韓国堤岩里の教会に村人を閉じ込めて焼き殺した８月１５日､中国

平頂山の村民全員を射殺した９月１６日､シンガポール華僑虐殺の２月２１日

等々の延々と連なる罪の記憶をも心に刻まなければなりません。 

 

 

音  楽  ①② 北島美佐子姉 

       ③   ステパニュック・オクサーナ姉（ウクライナ） 
 

 つらいことですが歴史に目をむけない国は､未来はありません。このようなシーズン

に､アッシジの聖フランチェスコの詩を味わいましょう。 
 

メッセージ ①   「３つの出会い」 和田崇補教師 

    ②③ 「似たもの一家」 大川従道牧師    ―平和を求める祈り― 
賛  美  「明日はどんな日か」 （献金）  わたしをあなたの平和の道具としてお使いください 
主の祈り  憎しみのあるところに愛を いさかいのあるところにゆるしを 
祝  祷    分裂のあるところに一致を 疑惑のあるところに信仰を 

 誤っているところに真理を 絶望のあるところに希望を  

【大和ニュース】   闇に光を 悲しみのあるところに 喜びをもたらすものとしてください 
・ 受洗おめでとう！①佐久間帆奈さん(小４)､②林真夕弓姉(ルツ会)､③加藤千枝姉
(瀬戸)､④永嶋和之兄(市塙)､⑤永嶋久姉（市塙）、⑥椿正吉兄（２日召天）。  慰められるよりは慰めることを 理解されるよりは理解することを 

 愛されるよりは愛することを わたしが求めますように ・ 祝､転入会者｡信徒会に加わって良い友を得て下さい。①佐久間幸一兄（ヨシュア会）、
②佐久間美江姉（ルツ会）、③佐久間礼香姉（高２）。  わたしたちは 与えるから受け ゆるすからゆるされ 自分を捨てて死に  
・ 本日より３回シリーズで「入門講座」が開かれます。無料。２階レインボールーム。 

 永遠の命をいただくのですから ・ 本日､手話､囲碁、青年、学生､ゴスぺル､ジョイフル､ＣＳ、ＧＭ、ヨシュア会あり｡ 
 ・ 本日４時からの「宴会礼拝」は､「海スペシャル」です。説教は倉知師ご期待ください。 

  この月は、平和が語られながら、平和を造り出しえない私たちキリスト者の無

力と罪深さを思わされる月でもあります。まず、あなたの心の中が、主の十字架

で平和でありますように！「平和を実現する人々は､幸いである」（マタイ５の９）｡ 

・ 今週の祈祷会も大切に｡説教は森屋兄と大川師｡水曜夜７時半と木曜朝１０時半｡ 
・ 準備祈祷会は､金曜夜９時｡説教は､大塚伝道師｡心を合わせて祈り込みましょう｡ 
・ 「伝道礼拝」は火曜２時から。説教は倉知師。賛美もすばらしいです。 

 ・ 「学生キャンプ」は２８名参加。８～１０日。場所は愛川ふれあいの村。 
・ 英語礼拝は、土曜夜７時半。説教はＴ．Ｄ．ジェイクス師（ＦＭラジオ持参。） 宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 
・ 短くても、祈ること聖書を読むことに努めましょう。夏バテ防止策でもあります。 A コース：ローマ８章～１２章  B コース：詩篇７９篇～９８篇 
・ 来週の「宴会メニュー」は終戦日スペシャル「戦争と私」。学生の証も。 


